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川 瀬二良s*，波多正ニペ岡崎陸郎料

緒言脈動に関する研究は多くの人々によって矯され芝居り.枚奉に遣のない程である.殊に東

京に於ける脈動と気象朕態とり闘係の調査は精細を極めて居るが，墓湾各地の脈動に就ては未だ調

査が潟されて居らぬ様である.本篇によって得られた結果は従来の研究の範園を出ぬがs墓潜め如

き比較的簡草えに地形の下に於ても可成に複雑な現象が起る事が判り，幾分なりとも気象欣態との関

係を知り得たので，設に芙の概要を迷ベ，大方の御参考に供する次第である.

材料は墓北に於ける昭和 10年金年の-ウヰーへJレト地震計記象である.会年調査に就ては東西成

分のみを譲取り，特殊た気象欣態に於てのみ南北成分をも讃取った(2) 調査方法は和達博士(3)の採

られた方法に準じて行った.全年の讃取りは 1日3同， 13Pち 6時， 14時及び 22時とい特殊

な場合は必要に麿じ 1時間 1同とした.

塞北の表層地質に就て簡単に述べれば，磯砂又は粘土の新期河成層約 10米p磯砂，粘土，安山

岩，玄武岩を含む古期河成層約 20米， 13Pち厚さ約 30米の沖積層が最表面であり，基盤は第3期

に属する砂岩である.

金年の脈動振幅 前述の如く 1日 3同振幅及週期を讃み取った結果は第 1表の如くである.

本篇では主として振幅に就て考察ーしたのであるがy 週期に就ては移りに少々述べる積りである.

憂北の脈動に就ては営然塞北の風速との関係を見る可きであらう.墓北の地形は，南北に夫々山を

控へ，東西には精開けて居る関係上y 風向は甚しく東西に偏して居り，気星雲配置及勾配から議期さ

れる程度の風は吹かぬ場合が多い.比の事からして脈動振幅ぐ以後単に振幅と呼ぶ)と風速とのよ

き相関は期待されない.賓際に比較した結呆もそれを裏書きしで居る.之を北部海上を吹走する風

で置き代へた所，墓北のそれよりも逢かに良好な関係を見出し得た.北部海上の風速は彰佳填のそ、

れによって代表せしめた.

、第1園は蓋北に於ける振幅と F 蓋北に於ける風速蛙びに彰佳興の風速を各月平均したものを比較

しである.比の固によれば， 1月より 5月迄}8月より 12月迄は， 彰佳興の風速と振幅とは比

例関係に在ると云へるがy 蚕北に於ては僅かに 1月より 4月迄関係がある様に見える丈けである.
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弟‘ 1 表

~ 
一月 二月 三月 四月 五月 六月 七月 八月 を月 十月 十一月 十二月

振幅 期週 振幅 週期 振幅 期週 振幅 期週 ー振幅 期週 振幅 期週 振幅 期週 振幅I 期週 振幅 週期 r振幅 週期 振幅 週期、

1 6.6 2.3 10.4 2.5 5.2 2.2 5.6 2.3 7.7 2.3 14.3 2.5 1.8 1.9 6.3 -3.1 3~3 1.8 15 2.4 3.6 21 6.6 22 
2 6.0 2.4 6.3 2.9 6.7 2.4 6.0 2.2 8.9 21 11.3 2.9 0.5 1.8 5.1 、3.00O.-O 9 2.9 0.4 2.3 

3g 2.1 7.0 2.4 
3 6.6 2.2 6.1 2.3 3.1 1.9 8.8 2.5 6.1 2.3 12.9 2~9 0.0 5.8 2.6 0.0 2‘9 1.6 8.2 2.2 
4 6.4 2.3 5.4 2.0 3.4 2.2 4.7 2.5 6.9 2.6 5.4 3.3 1.6 1.1 8.3 2.8 0.0 一 2.0 2.3 4.0 2.1 7.3 2.3 
5・ 6.5 1.9 4.6 2.3 5.5 2.2 4.2 2.3 3.8 2.3 0.0 "38 2.8 10.3 2.6 0.0 3.0 2.2 6.5 2.0 7.5 2.2 〈。 5.8 1.9 11.2 2.5 5.1 2.7 3.0 2.2 3.2 2.1 1.2 2.0 6.8 2.7 11.3 3.1 0.8 1.9 2.7 2.2 6.7 2.1 3.6 2.1 
7 5.5 2.0 11.5 2.6 4.2 2.3 3.9 2.4 1.5 1.9 2.8 。“・。“ 6.3 3.1 114 2.8 5.0 3.3 7.4 2.7 7.1 2.4 3.0 2.5 
8 3.4 2.3 11.4 26 6.3 22 3.3 2.0 0.0 1.5 ー2.25.6 2.9 10.0 2.9 2.9 3.2 7.8 3.0 6.1 2.4 3.5 2.7 
9 1.8 2.2 11.3 3.0 5.6 2.2 2.9 2.7 0.0 0.0 1.4 2.6 13.1 2.7 0.4 3.1 54..5 0 2.3 7.3 23 9.8 3.0 10 3.9 1.8 12.1 3.0 0.6 1.9 4.0 2.5 0.0 0.0 1.3 3.0 8.0 2.3 0.4 3.0 2.4 6.1 2.3 11.8 2.7 

11 3.1 2.0 11.0 2.9 3.7 2.1 7.2 2.4 0.0 1.0 1.5 0.0 一 5.2 .2:7 0.0 2.1 2.] 6.5 2.2 11，8 2.3 
12 2.1 2.0 6.2 2.1 3.5 2.7 5.2 2.2 2.2 1.9 14.0 2.4 0'6 1.6 3.7 3.1 0.0 2.4 2.3 4.1 2.3 11.0 2.3 
13 2.3 2.1 11 2.2 0.0 一 3.6 2.3 6.8 2.7 3.6 2.5 1.5 1.7 3.0 2.7 6.4 2.6 3.8 2.6 3.1 2.1 14.2 2.4 
14 4.7 2.9 2.8 2.1 5.4 2.2 4.0 2.7 5.9 2.2 2.6 2.5 2.7 2.3 3.7 2.6 9.0 2.4 3.6 2.3 3.2 2.8 8.2 2.4 
13 5.9 3.0 2.4 2.1 6.6 24 3.4 2.5 6.3 2.0 4.0 2.8 3.9 2.6 3.6 2.8 11.4 2.7 2.6 2.3 3.9 2.4 12.4 2.2 

16 5.4 1.9 7.9 2.4 2:1 3.3 5.4 2.5 5.7 2.0 11.3 3.3 3.7 21.8 3 5.6 2:9 8.2 立83.0 2.9 8.5 2.3 10.3 2.4 17 6.1 2.1 10.8 2.4 3.3 1.9 3.6 2.2 .5・02.2 22.2 2.7 4.3 4.4 2.5 17.2 3.1 5.2 2.5 14.3 .~u 8.0 2.6 
18 4.6 2.1 6.7 2.3 3.5 2.3 4.0 2.2 4.1 1.7 13.8 2.7 2.5 2.1 6.7 2.7 9.2 2.4 5.6 2.3 11.6 2.7 7.2 2.1 
19 4.5 2.0 8.2 2.7 4.1 2.5 :5.1 2.0 .3.4 2.3 4.0 2.5 0.6 1.6 2.8 2.1 7.4 2.4 3.3 2.2 10.8 2.6 7.0 2.4 
20 1.9 2.1 8.1 2.7 9.2 2.4 5.0 2.1 0.0 3.1 2.4 0.6 4.3 1.8 2.1 6.7 2.2 4.7 2.0 7.5 2.3 4.6 2.4 

21 1.0 2.0 9.2 2.5 7.4 /2.1 2.6 1.9 09 3.1 3.8 2.4 6;2 2.7 0.3 1.8 7.0 2.3 5.3 2.5 
45..6 5 
2.3 7.0 2.1 

22 4.2 1.9 8.0 23 7.1 21 0.7 2.2 2.7 2.1 3.3 2.5 
2221..0 7 
3.2 0.0 7.4 2.0 65..4 3 2.2 1.9 11.6 2.3 1 23 6.6 2.1 7.2 2.4 3.3 2;2 3.6 2.5 5.5 2.0 3.5 2.6 3.1 6.3 2.6 6;5 2.2 2.5 3.4 

22..3 1 
10.0 2. 

24 .16.7 2.5 4.8 2.4 3.1 1.9 2.4 2.3 4.5 2.3 6.2 2.8 8.4 2:8 86 2.3 5.7 2.7 3.5 2.6 3.8 11.1 2.3 
25 4.7 2.0 2.5 2.0 3.0 2.1 0.4 1.8 1.9 2.4 8.5 2.6 5.6 2.0 5.4 23 4.3 2.8 3.4 2.8 4.9 2.0 16.0 2.9 

26 7.0 2.4 1.0 2.5 2.6 2.5 2.0 1;8 6.1 2.8 4:8 2.3 5.8 2.7 3.3 2.2 3.1 2.7 5.9 2.4 5.2 
222...4 0 9 
16.8 3.0 

27 7.6 2.4 4.0 2.4 7.5 2:6 2.8 2.0 2.2 3.4 4.3 2.3 3.4 2.8 5.1 2.7 3.9 2.3 6.9 2.2 5.1 9.4 22..4 2 28 6.8 2.2 4.0 2.3 18.1 3.1 2.0 2.0 6.6 2.1 3.5 2.3 4.2 2.0 7.2 2.8 4.9 2.2 3.2 2.0 5.2 5.5 
29 6.0 2.2 × x 1 4.6 2.5 3.7 1.8 1.8 1.8 3.5 2;3 148 2.6 7.5 3.2 5.4 2.7 2.6 2.1 6.4 2.2 '3.6 1.9 
30 4.7 2.0 × x 1 6.4 2.4 4.8 2.2 3.7 2.7 3.0 2.2 29.1 3.3 6.2 2.3 4.0 2.4 3'.2 2.1 7.5 2.4 8.9 2.1 

31 4.7 2.5 × x 18.4 2.4 × x17.8 2.1 × x 129.1 3.0 3.3 2.3 -x x 14.4 2.3 X I X 9.6 2.4 

一 一一一一一 一一一 一 一 一 .¥ 一 一一一
平均 4.9 2.2 5.11 2.313;91 2.2 3.9 2.315.8 2.5 5.9 2.4 5.9 2.614・72.6 3.9 2.31'6.0 2.3188 2.4 

* 振幅は金振幅ミクロン，週期は秒

事 1固 服動振幅と風速との協係年麓化
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此の園によっても墓北の風速と振幅との関係度が窺はれ'る. ElPち脈動は，短遡期のものを除きF 観

測貼附近の」風によって起されるもので、はたい事が判る.命第 1固に於て 6月に可成の喰ひ達ひが

見られるが，比れは此の月に境問異常た振幅の増大があった震で.其の例は後に述べる.

国上には示してないが?東方海上の石垣島，西部海上の彰湖島に就き比較した結果7 よい関係は

見られ左かった.但し多期に於て何れの所とも位行関係が見えるが，之は大陸高気底の虞汎夜気象

欣態の然らしむる所であらう.

第 2園は診佳興日平均風速じ帝国賞線〉と，脈動振幅日 J平均(太賓線〉を示したものである. (第

1表参照〉比の闘により風速と振幅との関係を大韓見嘗付ける事が出来る. E¥Pち大鰻に於て?振幅

は風速に比例する事が判るがF 細かい貼に就ては/1頂を這ふて述べる.初みに天気圏による気象朕態

と振幅の比較を試みる.

(i) 大陸高策犀冬期に大陸に稜蓮する高気星雲は墓湾より逢か南方迄某の勢力下に置く事が多

くF墓穫の冬期の風に就ては此の高気歴が根幹をたすものである事はよく知られて居る.夏期に中支

那迭に弱い高気星雲が稜生する事があるがF 此の場合は除外し 1-月より 4月迄， 9月より 12月

迄の 8ヶ月に亙り F 高気星雲の場合を取り出してγ振幅と風速とを犬々日平均により比較した.第

3間中白黒占は総て此の場合であるが9 とれによれば，風、速 2 米毎秒以下に友った例は友く F 風速

3"'-'6米毎秒でも脈動の極めて小さい場合もあるが，大勢に於ては風速 1米毎秒に釣し振幅 0.4ミ

クロン乃至 1.1ミクロンと友る事が判る.但し此の関係の成り立つ範園は風法9米毎秒、位迄で，そ

れ以上のー風速の場「合は振幅が過大とたり易い傾向が見られる.或ひは振幅は風速K闘し2弐式的の

関係に在る様にも思へる.此の大韓の関係を月別にして見ても，黙の分布吠態は幾ら在い.倫其の

他に気星雲勾配に就ては材料の関係上明瞭に調べられたかったがy 恐らくは関係が可成の程度比る在

事 2園(1) 脈動振I~高と風速との襲イ七

川、、.ク口ン

。
10 20 _ 1 10 2D 

月 三 d丹

蓋北の脹動振幅 3里平均

彰佳唄の風速 6同平均
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く2)園2 弟‘
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らしく思へる.此の事は風速の蛇行関係から考へでも克も友事であらう.備高気星雲中小位置に闘し

中心が東方に移動して，九州、l四園一帯を覆ふ時はF 振幅が小さぐなる傾向がある.

第 3園上風速4--6米毎秒位で振幅 1.......2ミクロンの 5貼は何れも此の場合であるが，

僚件の下にあっても鮪の集合範圏内に在るものが多いから，高気星雲中心が内地西部に在る場合必十.

eしも振幅が小さいとは云へぬ， ~pち脈動を起すものは複雑友るのである事が窺はれる.

ヲえに黙の分布に闘しでは，風、逮9米毎秒以下では割合に良好であるが，

が大きく見られる理由は，強風を起す様な気象欣態では車に風による，換言すれば風浪による脈動

20 

月

10 

十二

10 20 

一月十

20 10 

十月

同じ様友

それ以上より振幅に愛化

~ 78ー

ても調べたが，



脹動の研究 a)，華北に於ける服動、

の外に脈動を誘起する特殊な欣態が生やるのではないかと思はれる.

杵島氏仰が宮崎の脈動に闘し
策 3園 高気昼時の振幅と風速

て猛風(季節風)の最大風速と

脈動振幅との直線関係を見出さ 1.: 
れて居り，甚だ良好友関係の様 |ミ

lク'
に見受けられる.此の場合では 1t; L日目

品-- I ... ノ

前述の風毒の二次式的関係で、は ) 

なくなるのであるが，地域的の

差異によってそうなるのかも知

れぬ.精細友解析が必要で、あち

フ.

(ii) 小笠原高気屋夏期に

肇湾附近に張り出す小笠原高気 J

E互に就て脈動振幅を比較して見

る.

此の高気星雲の場合は気星雲傾度

小であるが，北部海上の風が此

の高気星雲K支配されて居る様左

場合のみを採った.但し北部海

上K張り出した場合であって，

10 

5 

全島叉は中南部を覆ふ場合は係 。
ちたい.叉たとへ北部海上に張

り出しがあっても附近に低気墨

5 

O は大陸高気盛に主るもの

. は小笠原高気墜によるもの

.10 

O 

o .0  

O 

CPO O 
60'-'0 
O 

O 

~ 79 

o 

風速はち/君~;

叉は騎風等があった場合は除いである.此の様友依件の下に於ける同数は金年で(大鰻 6，7， 8月

に多aい)8同見出された.例の如く之を園上にずロットすれば(第 3圏中黒賭)，風速に較べて振

幅が非常に小さい事が判る.気星雲傾度小であるから，嘗然振幅が小さいのであるがy 大陸高気星雲の

緩勾配の場合と較べて見れば，其の異常さが中jる.

c 倫小笠原高気星雲が稜達して墓湾附近が東高西低となった場合は割合に脈動が小さい様で、あるが，

此の場合は取り扱は友かった

(iii) 低気墜 と LK低気墨と稀するのは， 肇湾北部海上に後生しy 墓湾坊主と云はれてゐるも

(1) 杵島磨;気象集誌嬉 14巻策 9競

- 79ー
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のに限定して置く.気象事上の論議はさて置き，大陸高気底が南下老衰じて，等屋線が緯度線に並

行する場合に稜生する事が多い.稜生の 策 4園低気盛時の風速と脹動

位置とか，如何友る機巧で稜生するかは

多くの方々の御研究があるが，多くの場 15 

合北部より粕、西寄りに低気墨江3形態を具

へる様である. ~p ち本篇では午前 6 時の

天気圏上に明瞭でなくても後生の兆が見

え，翌日の天気圏上には形態を備へてゐ

る様友場合は前日に遡つ.て採る様にし

九此の様にして風速~振幅園を作れば 10 

第 4園の如くである.

此の低気底後生.の際は北部一替は風弱

ぐたるのが常である.従って風浪は殆ん

ε見られ友いがy 和優勢左立主旦が観測

される (11第 4固と第 3固とを比較する

時は貼の存在範聞に著しい差を見出す事

が出来る.巴Pち風i墓地宝小なるにも不拘，

振Ip冨が大きいのである.取扱便宜の震に

風速及振幅は夫々 1日宛に区分した関係

から，低気星雲稜生の時刻によって，風速

5 

及振幅に可成の差があるから，比の様に. 。
散ぼったのであるが，上方K摸る傾向に

は愛りはないと思ふ.向此の低気星雲は治

摂 b 
向i濁3 

〆'一喝、

クロ
。

、ザ~

~O 
。
。

O 

o 0 
仁も

!O  O O 
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o /' 
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/ 0 / 
O_A ノ

10 

。%|/0O0/  -
/ 

O 

/ O 
/e 

風速{米/秒)

5 

O 北部海上の低気盛の場合
'.東方海上の グ

10 

滅する事もあれば後遺して北東支は東北東に進み，明瞭友不透績線を伴ふ事が多い.不連稜線に就

ては後に述べる.

扱，前述の如く北部海上一帯ーーのみ左らや北海一帯にι 一風速小なるにも拘民十，振幅が大き

い事は前述のウネリが大きい役割をたして居ると考へ度いのである. 13Pち低気底が稜生の段階に在

る朕態を捕へであるのでy 今迄論議されて来た低気屋互による脈動の様に，後遺してゐて，可成り在ー

風が吹いてゐる朕態とは甚しく異るのである.との事から考へて一般低気屋互に随伴する脈動はp 低

気墨殻生と同時に起り，共の主要友原因は主主旦と考へ，叉稜達した後の脈動も亦立主1)泊三主因で

(1) 彰佳唄勤務者の談による.

- 80ー
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あると考へると，都合がよい様である.騎風と低気星雲とでは多少主主旦の関係が異る様ではあるが

和達博士(1)は検潮儀に記録された波浪。振幅と脈動振幅t.の並行性を騎風に就て見出されて居る

が，検潮儀に記録された波浪は風浪であらうか，叉所謂ウネリであらうか，検潮儀の性質よりして，

主主旦の様に週期の長い方が倍率が大きい筈であるから，目反動の振幅と主主主とが並行関係がある

と考へるのがよい様に思はれるのである.、卸ち津漁の中に風浪とウネリを含めて考へれば問題は友

.ν、.

髄風の立主~に就てはよく記述があるが，低気墨互に就てはそれが友い.鴎風程にそれが護蓮じ友

いせいもあるのであらうがp、脈動を考へる時にはそれを考への外に置く事は出来ぬ様ι思Fれる-
a 高気星雲の脈動波型は崩れた不規則友ものであるが，低気底の場合は規則的なものである.

墓湾北部低気星雲と振幅との関係は月による愛佑は見出されない.叉低気屋去の中心が，蓋潜の北部

海上でなぐ北東部e!Pち輿那園島叉は石垣島寄りに低気墜とLての形態を備へて見出された場合は脈

，動は稜遣しない.鴎風の経路からも推定出来たものであるがp 墓湾の北東部に脈動の原動力(アク

シヨンp ゼングー〉が在る時はp 豪北では脈動は甚だ小さい事が宇Ijった.

もし奥那園島附近の低気慶治宝塞濁北部叉は北西部に登生し，東に移動して低気犀の形態を具へた

とすれば，其の聞に脈動が一時大きく友らねば友らぬがF その様な事は見られ左いから，奥那園島

附近の低気星雲は共の場所で出来たと考へる方がよいのである.

第 4国上黒黙は此の場合であり，振幅の小さい事がよく表れてゐる.

(iv} 低底部 蚕湾全島叉は共の近海迄も緩慢な傾度の低底部と友った場合に大振幅6脈動が後

現する.との場合比風速は大でないのであるが顕著た，規則正しい波型が現れる.第1園上，六月

の大きい喰違ひは此の種の低墨部が爾三岡あった震である.此の低屋部には不透演線を伴ってゐる

場合が多く，不連積線ιよる脈動として別個に取り扱ふべきものかも知れぬ.天気園上では，地形

高峻な震と狭い地域であるから風向温度からは不連績線が判らないので、あって，大概の場合には存

在 Lてゐると考へるが，正しいかも知れ友い.向此の低底部に準す=るものとして，揚子江叉は其の

南寄りに登坐した低気星雲が東支那海に入って稜達L，墓湾全島が共の尾部に包まれた場合も含め

である.此の場合は大概不連稜線を伴ってゐる.

風速~振幅園は第5固であるが，高気星雲と低気星雲の場合に比較して共の中間，VL在る高が判る'.材

料が少いのと詳細た気象上の饗化が$IJら左いので，詳しく調べる事は出来なかった.

以上で4種の気星雲配置に封ずる振幅に就て考察する所があった.気屋配置は此等4種に限うたも

ので、は友い事は勿論で、あるLが，金年を通じてF筒草左場合と類型が多いのを採り出したのであってp

(1)和達清夫，盆回クエモ Geophy.Mag， Vol， IX.N:o. 3 and 4. 

和達清夫，杵島磨; 中央気象蓋棄報紫九班， 室戸崎風調査報告， 387頁-408頁

--81-
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他の複雑なる場合は之を省いた.

例へば小笠原高気墜の場合の如く東高西低である時は脈動小さし全島が東西南高気星雲の鞍部と

友った場合も同様に小さい傾向がある事
国5 集

等が宇.Jjったが，簡草友気星雲配置として取

り扱ひ得る同教が少いから省いたのであ
振
幅
(
ミ
ク
ロ
ン
)

る.

O 

!。 O 

も

10 

低気星雲の後生時に於ける脈動を全島的

に殊~稜生地附近の多佳嘆の記録によ

り調査をする設定であるがp

て今設に述べ?と事で訂正を要する様に左

るかも知れ左い.扱此庭でもう一度調査

した材料に就き他の方面から調ぺ，て見上

それによっ

. 
O 

δ 

第 1表の下の平

フ.

最小の 5

(米/秒)風速O 

居らえにい.東京の丸の内の大正 15年度

の観測(1)に較べて見れば，墓北の此の年

の全年の振幅は丸の内の・それの約3分の

王で7あtるが，墓湾に於ては宜蘭に亜いで、 υ O 

.留の厚い所程脈動幅大きく，週期が長い様である.塞北に於ては丸の内程に大きた夏冬の振幅の差

は見られ友いがy 此の年は鴎風が夏期に屡主襲来したので冬期と大差がたい結果と友ったのそ、あ

る.普通の年には夏期の振幅は小さい様である.試みに夏と冬との日平均振幅の同教頻度を作って

夏期 (7月， 8月〉には 0........2.5 ミクロンが 15同あるにも不拘y 冬期 (11

それに反L，5ミクロン前後は多に多い， ..@pち夏期には脈動が小さ

いのが普通で、あり〉墓北でも東京と同様の季節的消長があると云へょう.

脈動の大きい所である.洪積層叉は沖積

見ればp

月" 12月〉には 1同も友い.

(第 2表)，

第 10競事 5巻和達清夫， j中本数ー眠動の研究く其の三〉気象集誌
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振幅の季節的の箆化

均欄によれば最大は 12月に見え七居る

が他の月に較べて者しく大きくた""-事が

$Ij~~r. "'''f3Pち年平均の 1.6倍，

月， 10月の振幅の 2.3倍にしか蛍って

(1) 
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渇期に就て E反動の週期に就ては大森博士以後松津博士によって詳しく調べら持て居り六ケ敷い

問題である.和蓮博士の室戸臆風による脈動の調査中各地 焦 2 表

の脈動週期に就て数字が奉げであるが，観測地によって週

期が異って居り，多分に共の土地の土質の影響がある事を

% 

'15 

10 

1.1 2.0 

青写 6園週期額度曲線

局、

回目ーー 金生E

_.. - 低気庄島宇i車繍a
--_.- !也属

、戸、 P¥

/・¥/¥

2.5 4.0秒

ふて 夏

0-ミ2ク.5ロン 15 同

2.6-5.0 15 
5.1-7.5 13 
7.6-10.0 5 
10.1←12.5 5 
12.6-15.0 1 

112275201 •. 8 61-ー21盟2725.55 0 5 
一
一
2 

2257..60--2370.O 。 一
1 

当た

同

17 
22 
9 
9 
2 
-2 

一
、一

一

示してゐる.憂北に於ては大森博士の Ql'Q2' q型等の明瞭なものは見出されぬ様である.叉ウヰ

ーヘヂトの唱(先様に脈動を地盤表層の振動として，屠の厚さと共の速度との関係があってよい様

であるがF 表慶の厚さ等が判ってゐるにも拘らす~，原振動と陪振動と友る様主主関係は見出されない・

殊に後で述べる様民多くの週期が見出されて居れば，屠の厚さたど一義的に定められる筈はない

のである.第 6、国土に毎日 3悶観測のもの L全年，殿風によるもの，低気墜と不連績線によるも

の等に就き頻度を示しである. ‘ 
4 金年のものでは 2.2秒が卓越し，騎風では 3.1秒及 3.4秒が卓越してゐるが，讃取りの誤差が O

あるから 3.2秒位が卓越週期であらうか.低気星雲及不連稜線では 2.8秒が頗る優勢である.全年の

2.2秒はy 高気星雲の如き不規則友波型の中で護み取れるものは大概 2.2秒附近であるから，とれが

大部分の頻数を占めてゐるのである. 第 6国を見て容易に判る様V-C，気象朕態によって週期が異

る事である.

倫振幅と週期との闘係は，‘よく云はれ.:5様V-C，振幅が大きく2にれば週期が大きく左る傾向を示し

てゐる，(園F 表略す).隣風の場合で、は，振幅 20 ミクロン以上で、は週期は秒を越えるものは見出

され友かった

xxxxxxxxxx 

以上で気底配置による腺動の大勢を知り得たので，ヨえに鴎風，低気星雲等により脈動に就き箱、詳し

く調ベアヒ概要を述べる.

~風に就て 昭和 10年には数同の鵬風が塞湾附近を透過じたが，其等の中の額著友もの 2つに

就き述べ・る・ 13Pち 7月 22日に北部海上を通過した齢風及び 7月 29日， 30日に亙り本島を横断

した臆風である.此等によって得た結果は，内地に於て得られたものと同様であると云ふ事に蓋き

~ 83ー
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月 日

7 I 19 

20 

21 

. 22 

験・ 震 時、 報

策 3~表 昭和 10年 7月 22目前後の周古風による蓋北の服動

f 

東 西動 南-北動 東西動

時 振幅 週期 I平週均期 振幅 月日 時 振幅 題期 平週均期

一
6 
14 
22 
6 
14 
22 
6 2.9 
10 4.1 
14 5.2 
18¥ 8.7嶋
22 10.5 
2110.0 
6 112.6 
8 118.9 
9 116.1 
10 17.6 
11 21.1 
12 34.0 
13 37.4 
14-30.0 
15 24.8 

116 7 25.0 
20.4 

D 

一
静グ 程// 静 穣 7122 18 23.0 2‘7 2.5 

〆 19 23.2 2.6 2.5 
/1 /1 グ /1 20 23.4 、2.8 2.4 
静 穏 -静 程 22I 2 23.4 2.9 2.3 // A〆 グ -23.4 2.8 2.5 

一 2.9 3.0 2.9 
、
23 27.8 2.9 2.6 

2.0 
不22規..02 則

4:5 2.0 1.8 23 O 12287..8 4 
3.2 2.7 

21.0 3 6.8 2.0 不2規.2則 3.2 2.7 
4.5 2.3 ラ 2 29.8 3.5 2 .. 9 

2.7 2.3 
1111.3 3 
2.4 2.2 3 I 23.9 3.1 2.6 

3.7 2・3 2.2 2.1 4 22.4 3.5 2.7 
3.4 2.1 10.4' 2.8 22..4 0 5 121.3 3.2 2.7 
'3.0 2.4 14.7 2.9 6 1 19.4 3.2 2.7 
4.0 2.5 22.0 3・5 2.5 8118.4 33.A 0 2.7 

33 .. 5 5 2.7 19.4 4.0 2.3 10 1189.A 2 22.6 6 
2.6 17.6 3.5 2.6 12 2:9 

3.6 2.8 17.6 3.3 2.5 14 29.8 3.2 、2.8
4.0 2~7 23.5 3.3 2.4 

218 2 
22.0 3.3 2.7 

3.8 2.8 33.9 3.1 2.6 15.8 3.0 2.6 
3.7 一 34・1 2.8 22..4 5 24 2 116.9 3.2 2.6 3.6 3.0 35.5 2.7 6111.8 3.1 2.6 
2.8 2;8 32.3 2.9' ‘2.5 一
2.8 2.6 27.9 3.3 2.3 ¥ 一

脅さ 7国 昭和・ 10年.7月 22日前後の賄風に主る蓋北の脹動経過園

35 

30 

25 
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南北動

振幅'週期 平週均期

29.4 3.6 . 2.3 
23:5 
222 ... 5 9 5 
.2.4 

19.4 2.2 
19.4 

22.5 5 34.0 2.8 
29.4 3.1 2.6 
25.0 3.2 

22.・87 
26.5 3.5 
25.0 3.5 2.7 

2202，.O 6 3.1 2.8 
.3.3 2.7 

20.6 3.1 2.5 
19;3 2.9 2.4 
17.0 2.7 

22..4 6 
23.8 3.0 
22.0 3.6 2.5 

22 •• 0 51 3.2 2.4 
23. 3.3 22.;6 7 
16.2 3.4 
11.8 2.9 2.7 
10.3 . 3.1 2.5 

一
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るがp 昭和 15年の材料による鵬風と脈動の関係の調査に於で詳しく述べる設定であるから，此庭

では共の要鮪のみを奉げるに止める.

(イ)"7月 22目前後のj強風 7月 16日目宋の東方逢かの洋上， I3Pち北緯 14度，東経 132度

附近に現れたもので， 初めは北西に進み，後北に轄向したが， .21月石垣島に接近して其の東側主

り念に進路を再縛して西北西に進み，喜多佳l興の北方極めて近くを通過し号3日稲川l附近より求陸に入

った.

此の原台風による脈動の経過は第 3表及第 7園に示す如くである. 騎風中心が東方洋上にある• 20日は脈動は出現せや， 21日 6時に到つで数ミクロン程度のもの現れ，喜三佳填風速と立立行しつ

L増大し，診佳興附近通過の 22 日14 時前に最大を示した. 診佳塊の風速が 22 日 14時に 2.9，

米であるが，とれは騎風の中心近くであった事を示して居る..23 日午前零時頃に稲川‘l北方より大

陸に入ったが其の時に叉極太を示してゐる.墓北の風速とは全然立立行性が見出されない.

(ロ) 7月 29日 30目前後の随風 7月 24 日頃にグワム島附近に現れ西北西に進み，始移共

策 4表 昭和 10年 7月 29日， 30日の崎風にtる蓋北の脹動

束。西動 甫北動 東西.動 南北動

月 日 時 振幅|週期122振幅|週期122日月時 振隔 週期 平週均期 振幅 週期I 平週均期
一 一一
7 128 O 殆ど静穣 7 5 22.3 3.1 2.4 21.8 3.2 2.6 

2.5 seグc位のものかナ'かに振1/動す 6 22.3 .6 2.6 '22・0 3.5 2.7 
7 23.6 3.6 2.6 22.0 3.5 2.7 
8 28~9 4.0 2.7 29.9 4.0 2.5 

10 5.3 2.2。 2.2 4.5 2.0 2.0 9 37.5 3.3 2.5 30.7 3.2 2.6 
12 4.1 1.9 2.3 4.1 2.2 2.0 10 33.5 3.7 2.9 32.3 3.6 2.8 
14 75..6 4 

1.8 2.2 4.5 2.2 2.1 11 37.2 3.4 2.9 32.3 3.2 2.6 
16 2.4 2.3 7.4 2.4 2.0 12 37.2. 3.4 2.9 33.7 3.4 2.7 
18 7.4 1.9 2，2 6.8 2.2 2.2 13 38.5 3.4' \~.~ 30.8 33..4 2 2.6 20 5.9 2.3 2.3 6.8 2.4 2.1 114 5 

27.3 3.4 3:0 27.8 2.6 
22 4.7 2.1 2.2 6.1 2.0 2.2 26.0 33..3 4 

2.9 26.4 B33..2 1 
2.6 

29 O 6.4 2.0 2.2 • 
¥765 8 2.6， 22..0 1 

16 31.1 2.9 224 2.1 2.5 
2 6.7 2.0 2.1 2.3 17 27.3 3~5 2.9 .9 3.5 2.6 
4 6.5 2.5 .2.1 11.2 2.6 2.1 18 37.2 3.4 2.7 24.9 3.5・ 22..6 6 
6 6.7 2.1・ 2.0 10.5 2.2 2.1 19 37.5 .3.2 2.8 26.5 3.1 
8 7.3 2:2 

22..0 1 10.2 2.8 2.1 20 、28.9 3.1・2.7 29.4 3.0 2.6 
10 9.7・ 2.6 12.0 2.4 2.0 21 35.2 3.0 2.6 25.0 3.0 2.7 
12 9.6 2.7 

22.O 3 
11.2 2.5 2.2 22 37.7 2.9 2.7 29.3 3.3 2.5 

13 12.3 2.5 14.9 2.6 2.1 2O 3 37.2 3.6句1 2.9 26.5 3.0 2.6 
14 12.1 2.7 2.3 16.4 2.5 21 31 26.3 

‘33.2 9 
2.8 26.5 3.1 2.7 

15 17.0 '2.5 2.2 15.0 2.3 2.0 1 26.3 2.6 25.0 3.0 2.6 
16 遠地々震あり 2 22.5 3.2 2.5 22.0 3.2 2.4 
17 16.5 2.8 .2.2 17.9‘2.5 2.2 3 214 14 3.0 2.7 16.2 3.0 2.5 
18 18.4 

22 .• 7 7 2.2 25.2 2.7 2.2 4 .9 3.3 2~7 22.1 
333...0 3 3 
2.5 

19 
121790 •• 3 9 2 

2.1 23.7 2.9 2.0 5 22.4 3.3 2.4 17.6 22..6 5 20 3.4 2.1 23.4 2.9 2.2 6 16.7 2.9 2.7 14.7 
21 .2.7 2.3 25.0 3.5 2.3 7 167 3.3 2.7、 12.7 2.6 2:4 
22 25.5 

32..0 9 2~3 29.4 3.0 2.6 8 15.4 2.8 2.6 14.7 2.9 2.6 
23 18.9 2.4 26.4 2.9 2.5 以下次策に弱くなる30 O 20.2 2.9 2.3 23:4 3.0 2.5 
1 22.3 3.5 2.4 23.4 3.2 22.A 4 2 24.8. 3.6 2.6 29.4 3.3 
3 24.9 3.8 2.6 2253 •• 8 4 3.9 2.5 4 24.9 3.6 2.7 3.9. 2.6 
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帯 a闘 7月 29日， 30日の賠風民主る蓋北脈動の経週間
己 〈記援策 7閏と同様〉

r'~ec 

〆.

35 

30 

251 

20 

10 
71128日

の進路を愛へ十， 7月 20日 17時30分に中心示度 710粍程度にて花蓮港南方より上陸し，新竹

州方面より蓋湾海峡に出て， 30日に慶門方面より大陸に入つhたJ

此の鴎風による脈動の経過は第 4表及第10園に示す如くである.前む髄風と同様注経過ではあ

るが，最大は大陸に入った時に現れ，共の前の極大は齢風中心が島内に在る時に相営ずる.振幅は

喜多佳興及び塞北の風速に執行して増大して居るがp 殿風中心が本島を外れた前後から(地形の~か〉

衰へた後迄!も倫増大してe居る.

設に二つの臆風による脈動振幅のき菱化の共通黙を奉げて見るに①振幅の一つの極大は騎風中心が

芸北に撃すし最近距離附近に於て起り②他の極大は大陸へ上陸直後に出現L，極めて明瞭である③

東函及南北雨成分に就てはp 最初の極犬迄， t!!Pち鴎風が島の脊梁山脈の東側に在る(叉は其の延長

に〉時には概ね南北成分か優勢で、あり， 西側に在る時は東西が精優勢の様で、ある.④ ß~動波型は

初め不規則た高気塵型であり， 中心が近乙在ると規則的友捻様のものになる.⑤振幅と風速の関

係は，前宇は高気星雲型であり，後宇は低気塵型である.
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紫 9閏 昭和 10年 6月 1日低気犀による服動按幅蟹化及風速閏

く記銃は弟 7固と同じ〉
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策 5〆 毒 ・表

東ー西動 南北動 東西動 南北動

月 日 時 振幅 遇期一 平週均期 . 振幅 週期 平週期均 月 日 時 振幅 週期 平週均期 振幅 週期 平週均期

一 一
6 1 10 10.6 2.7 I 2.4 7.5 2.3 2.3 6 2 1 11.9 2.8"・ 2.7 13.3 2.8 2.9 

11 8.2 2.2 2.3 7.6 2.0 2.4 2 11.9 2.8 2.7 
1133..9 9 
2.7 2.7 

12 
. 
9.6 2.1 一2.4

77..5 5 2.3 2.3 
， • ー，"会 3 10.6 2.8 2.6 2.7 2.7 

13' 6.8 2.2 2.3 22..2 2 
2.4 4 10.7 2.6 2.7 14.8 3.0 2.7 

14 8.2 2.2 2.4 9.1 2.4 5 10.7 
222..7 7 9 
2.6 10.4 2.6 2.9 

15 9.3 2.8 ， 2.5 9.0 2.4 2.3 6 12.0 2.8 13.9 2:7 2.7 
16 9.6 2.2 2.7 7 10.6 2.7 

171.4 8 
2.8 2.8 

17 10.8 2.4 2.5 ヘ10.5 2.3 2.3 8 169..3 1 2.5 2.7 2.8 2.5 
18 12.1 2.4 

22A .5 
10.5 2.3 2.5 10 2.7 2.6 11.9 2.7・ 2.5 

19 12.2 2.3 1132..0 9 2~4 2.4 12 
1I3Z..4 3 2・5， 2.5 14.8 2.7 2.9 

20 
11432.7 2 
'2.9 2.6 2.7 2.4 14 2.6 2.5 14.1 2.9 2.6 

21 2.7 2.5 14.9 2.6 221 .7 16 10.6 
23 .. 9 3 
2.9 11.8 ・22..99 2.6 22 20.0 2.7 2.9. 17.8 2.7 18 11.6 3.0 17.8 2.9 

23 16.9 3.1 2.9 11.8 2.8 2.9 20 13.3 2.7 3~2 13.3 "3.0 3."2 
2 O' 15.6 . 2.8 2.9 11.9 2.7 2.6 

低気霊による服動 此所の低気星雲は所謂蚕湾坊主とは多少異るもので，北部低気星雲の特殊友例で

ある.昭和 10年5月 31日頃より護生の兆候があり， 6月 3・日には明瞭な気星雲の谷が山東宇島

より東支那海に出現じ，墓湾は其の中に在った.風速(蓋北及診佳興)，脈動振幅の饗化は第 9国

及第 5表の如くであれ診佳喋風速と振幅とは 1日;......，2日午前は反d封の位相に在る様である.と

れは診佳嘆の風速詐り着目するからであって，天気圏を見れば，;此の時は不安定友大気扶態であっ

たから到る所に泡の様に気星雲が護生したもの L様で般の観測には相営左風力のもの泳ある.従っ

て海上は可成に風浪もあうた様に考へられるのである. との事は冬期に護生する墓湾坊主によって

起される脈動とはF 海上の欣態が異るものである.

此の低気墨の例は特殊えにものであるがj 脈動を研究するには草に気象欣態，¥風速などのみを考へ
。

一幻ー

¥ 
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月 日 時

6 1 17 O 
2 
4 
6 
8 
10 
11 
12 
13 
¥ 114 

1115 6 7 

18 
19 

224 1 
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第 6 表

s 

東西動 南北動 東西動

援幅

13.1 
9.4 
8.8 
6，7 
6.0 
6.7 
8.6 
10.7 
19.8 
22.7 
26.5 

F2246.5 2 

34.3 
34.3 

3363..0 6 

40 

301 

20 

週期 d週平均期 振幅 週期 平週均期 月 日 時 振幅 週期、 週平均期

一
、2.9 2.4 8.9 2.7 2.4 6 17 22 '37.1 2.9 2.8 

2.5 2.6 9.1 2.2 2.4 23 316 3.0 2.7 

2.5 2.4 8.8 2.3 2.4 18 o 26.3 3.0 2.7 
2.4 2.3 7.5 2.4 2.4 1 20.1‘ 2.8 2.6 

2.4 2.5 6.0 2.4 2.5 2 16.0 2.8 2.6 

2.6 2.4 7.4 22 .• 8 5 2.3 
3 16.0 2.9. .2.5 

2.6 2.5 
111601...0 4 3 

2.4 4 13.2 2.9 ~.4 
2.5 . 2.5 2.5 2.3 5 12.1 2.6 2.4 
2.9 2.5 2.9 2.3. 6 11.9 2.8 2.3 

22..7 9 
2.4 22.2 2.9 2.5 7 15.9 2.7 2.3 
2.4 
2245..6 2 
2.7 2.3 ，8. 17.3.' 2.7 2.3 

2.6 2.4~ 2.8 2.5 10 14.8 2.8 2.6 

22..8 8 
2.5 31.1 ~ 2.8 2.5 12 14.8 -2.9 2.5 
2・6
3327 •• 6 0 2.8・ 2.6 

14 14.9 2.7 2.5 
2.8 . '2.7 2.8 2.5 16 14.9 2.5 2.4 

22 .• 9 9 22 .. 8 8 29.6 2.9 2.5 
18 14.6 2.7 2.4 

29.6 2.9 2.6 20 15.8 2.9 2.7 

第 1'0国 昭和 10年 6月 17日.18.日服動振幅箆化及風速国

く記競は紫 7国主同じ，但‘し矢印は聞の上を北とした風の

"0 6月17日'
局、、

吹く方向を示す↓ならば北の風〉

12 IO o 
18El 

{， 12 

南 北動

振幅 週期 平週均期白

25.2 2.8 2.5 
26.6 2.8 2:6 
25.2 2.8 2.4 
17.8 2.8 2.5 
12.0 2.7 '2.4 
10.5 2.6 2.3. 
11.4 2.5 2.3 
11.9 2.6 2.2 
11.2 2.5 2.2 
11.9 2.7 2.2 
14.9 2.5 2.4 
12.6 2.6 2.3 
10.4 2.7 2.3 
11.1 2.8 2.4 
14.1 2.7 2.3 
10.4 2.8 2・3
16.3 2.9 2.5 

ては決して解決出来得るものでは友く，別に特別注調査をせねば左らない.例へば海底に地震計を

据える事，種々の深さに地震許を置く事{D，殊に海岸にそれが望ましい9・叉微塵計を陸上向‘桧潮

(1) 井上宇胤;地表と地中との地動の比較，地震研究所棄報』紫 12巻策 4競.
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儀(短週期に敏感にする〉を海底に置く事等であう.勿論現在の偉で解決出来得れば問題はたいが.

不謹績線に就τ 此の年の 6月中の振幅過大を起させた一つの因である 6月 17日の不連績線

に就き述ぺょう.此の不運積線の場合も風速とは無関係に振幅の消長があった.天気固によっば不

連緩線は喜三佳興を 17日の 10時と 14時の間に通過し，墓北は 17時と 18時の間に通過してゐ

る.

新竹に於ける不透績線と脈動との関係の調査をなしたがベ共れによれば通過する前から次第に

振幅が大きくたる傾向があるから，蚕北でも 10時から振幅が増大し初めたのは北部海上に動源が

あると考へれば、よい.

振幅はご不透綾線通過後最大となって居る.振幅の過大はy 不連績線に伴ふ突風にも幾分よる所が

あらうが， 40ミクロンの振幅がある後にはy 少くとも 20米以上の風が吹いて居らねば友らぬが，

それ丈けの風が吹いたと考べるよ bも他に脈動を起す原因が不連稜線に随伴してゐると考へる方が

遁嘗の様で1ある.

XXXXXXXXXX  

簡草乍ら以上にて昭和 10年金年の脈動調査ゅ概要を述べたが，格別に新しき結果も無<，唯墓

湾で観測したと云ふ事に意味が‘ある丈けである.倫初めに墓潜の如き簡草な地形と云ふ事を記した

が，蓋湾は地形急:峻で，海岸より中央山脈迄の距離短く，殊に東昔sに於ては，山は海岸に迄迫って

居って，関東地方の如き千地とは較べ可くも友い， ~pち脈動を気象と関聯して考へる時は，気象上

の複雑さが多分に加はって来て，決して筒草とは云へ左いので、ある.例へば，尉風が本島を横断:ず

る時はF 完全に其の形態が崩れて了って，地上宅、は多数の小低気墨互に分裂して了ふ.従って通過し

た事は判つでも何庭を通ったのか明瞭で友い.叉低気盛に就てはp 各地の風向が非常に偏って，風

速も亦平地を吹く場合とは全く異る，従って局地的友脈動に就ては問題が可成に複雑佑して来る筈

である.

要約 (A) 昭和 10年金年の墓北の脈動振幅を数種の気星雲配置に就きF 諺佳興の風速と比較し

?と結果 (1) 高気屋の場合は風速ぐ米〉と振幅 Cミクロン)とは大鐘比例する (2) 墓湾北

部海上の低気底では同様に比例するが，比例常数は (1)の場合よりも大きく (3) 低堅部で

は (1)と (2)の中間の比例常数である.

(B) 2.同の臆風及低気墨，不連稜線各 1同宛詳しい讃取りを行ひ，天気圏，風速等と比較した

結果，振幅は鵬風では 2同の極大がある事p 低気星雲不透積線等では風速と何等関係友く振幅の

治長がある事.

(C) 週期に就ては全年子均と，鴎風及低気墨，不連積線K就き調べ，各気犀配置欣態により週期

(1) 昭和 16年の材料に上る.後の機舎に譲る.
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が異る事.

(D) 振幅の全年の鑓化欣態を調、多期が夏期よ Jりも振幅の-大きい事等が判った.

本編り怒るに臨み，御懇切なる御佼閲を賜った藤原先生に厚く御託豊中上げます.倫充分なる御理

‘解と得援助を賜った西村喜湾気象塞長，有盆なる御指導に預った和蓮博士に感謝する次第でありま

す.
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